第７６回国民体育大会スポーツクライミング競技大分県春季(２次)予選会開催要項
１　期　日

令和３年５月１６日（日）
２　競技等会場
サイクルショップコダマ大洲アリーナ　クライミングウォール



サイクルショップコダマ大洲アリーナ　ボルダリング場　
３　主　催

大分県山岳連盟
４　集合場所及び時刻
　　　


５／１６（日）午前９時受付　９時５０分競技開始
５　競技会内容
　　


各種別（成年男子，成年女子，少年男子，少年女子，ジュニア）いずれも



リード競技　　　：オンサイト方式（６分　１課題）



ボルダリング競技：ベルトコンベア方式（３分×４課題）
リード競技順位とボルダリング競技順位の積の値が小さい者から順に
順位を決定する
　　　 　　
６　国体選手選考



別紙　「国民体育大会　大分県代表選手　選考基準」参照
７　参加資格
少年種別
　国体実施要領を満たす者で、今年度中学３年生から高等学校３年　　　生までの者


成年種別
国体実施要領を満たす者で、今年度４月１日以降１８歳以上の者
　　　　 ジュニア　　 今年度中学２年生から小学４年生の者
８　参加費（保険料を含む）
成　年　　　１人　１，５００円




少　年　　　１人　　　５００円
　　　　　　　　　　　ジュニア 　　１人　　　５００円
　
９　参加上の注意事項（感染症対策は別紙）
（1） 当日、受付にてマスク着用の確認、体温測定を行う。
（2） 参加する選手・役員・引率者は健康チェックシートに記入の上、受付時に提出すること。
（３）測定、健康チェックシートに次の症状及び状況がある場合、会場への入場を禁止する。
大会10日前以内に発熱（37.5度以上）、（発熱・咳・咽頭痛などの症状が続いている）
同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合は会場への入場を禁止する。
　　（４）リード競技で使用するロープは、個人で所有するものの使用を認めるので、受付で申告すること。
　　（５）昼食は各自で準備すること。
１０　そ　の　他
　　（１）申込期限　　５月１４日（金）必着
　　（２）申込要領　　次の種別毎に　参加申込書（様式１）で申込のこと。
　　　　　　　　　　　成年男子　　成年女子　　少年男子　　少年女子　　ジュニア
　　（３）申込先　　　〒879-5506　由布市挾間町挾間585－12　
　　　　　　　　　　　　田北　篤史
　　　　　　　　　　　　携　帯　　０８０－１７３５－６２１０
　　　　　　　　　　　　Ｅメール　tagita-atsushi@oen.ed.jp　　　　　　　
※可能な限り、Eメールでの申込みをお願いします。申込み用紙（様式１）及び健康チェックシート（様式２）、は http://oita-gakuren.sblo.jp　からダウンロードできます。
別紙
感染症等の対策に関する留意事項について
１ 全競技共通事項
（１）選手の参加については、参加同意書を提出すること。
（２）選手は、健康チェックシートを作成すること
（３）競技専門部は、競技役員等、来場者の健康チェックシート（別紙様式）を作成すること。
（４）発熱等の症状がある場合は、参加を見合わせること。（当日の体調急変を含む）
（５）参加者は、マスク着用（息苦しさを感じた時は外す）、咳エチケット、こまめな手洗いなど、基本的な感染症対策を徹底すること。
（６）競技会場各所に手指消毒薬を、トイレ等には手洗い用石鹸を準備すること。
（７）大会は、無観客を原則とする。
（８）密閉を避けるため、定期的に会場の換気を行う。
（９）密集を避けるため、人が集まる場面では１～２メートル程度あけさせる。更衣室等の利用に当たっては短時間の利用とし一斉に利用しない。
（１０）密接を避けるため、握手やハイタッチなど身体的接触をしない。近距離での会話や発声をしない。
（１１）各専門部が作成する実施要項及びプログラム等に「感染症等の対策に関する留意事項」を明記すること。
（１２）感染防止対策を講じていても、県内の感染状況等に鑑み、急遽、大会中止や延期となる場合がある。
２ クライミング競技における３密（密閉、密接、密集）の回避対策
≪ 大会本部 ≫
・主催者で消毒液を用意し、会場内に設置する。
・会場内のトイレに液体せっけんと消毒液を設置する。
・役員、審判は常時マスクを着用する。
・大きい声での応援や選手同士の大きな声の会話も原則と禁止する。
・リード競技で使用するロープは、個人で所有するものの使用を認めるので、受付で申告すること。
　大会本部が準備するロープは、選手使用後、末端から５ｍの部分をアルコール消毒する。
≪ 密 閉 ≫
・ボルダリング場は、競技中の選手及び一部の役員のみの入場とする。
・ボルダリング場の窓やドアは常時開けて換気を行う。
・アイソレーションゾーンやウォーミングアップエリアは、利用時間や利用人数を制限する。
≪ 密 接 ≫
・近距離での会話や発声が必要な場合は飛沫を飛ばさないようマスクを装着すること。
・マスクを外さなければならない場合は、人との距離をできるだけ２ｍ保つこと。
・競技中の選手同士でのハイタッチなどは避けること。やむを得ず接触をした場合はその手で自分の顔
などを触らず手を洗うか消毒をすること。
・応援の際はマスクを着用し、周りとの間隔を１ｍ開けること。また、応援者同士が向かい合って声を
出すことが無いようにすること。
≪ 密 集 ≫
・競技役員や選手同士の間隔は、できるだけ１ｍの距離を保つこと。
・控室は設置しない。学校間で距離を取り空いているスペースを利用する。
≪ その他 ≫
・つばや痰を吐くことはしないこと。
・選手は競技終了後、速やかに手洗い又は手指の消毒をおこなうこと。
・飲食については、周囲の人となるべく距離を取り、対面を避け会話は控えめにすること。
・自分で出したごみは自分で持ち帰ること。
